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I.まえがき
一般に各種の物理現象はその強さ，量，使用時間
等を適当に加減して用うるならば，生体iζ対して或
る種の好影響を与えることが知られている。かくて
かなり古くから各種の物理現象を生体に有利な様に
工夫し，医療面に応用しているが，現存超短波，ヂ
アテノレミ，低周波，電撃等各種の電気療法を初め
とし，紫外線，赤外線等の光線療法， X線，ラヂウ
ム，コバルト等放射性療法等所謂理学療法の応用分
野は甚だ広く，今後の発展は測り知れないものがあ
る。
しかしこれ等理学療法は原則として生体に与える
エネルギーの大きが厳しく限定され，一定の強さと
時間の相関々係に於てのみ治療効果が期待されるも
ので，これを無視する場合には思わぬ悪影響が見ら
れるだけでなく，時には生命の危険をさえもたらす
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ことが少くない。したがってその使用は特定の医療
施設内で医師の厳重な監督の下氏於てのみ許されて
いるのが現状である。
扱最近磁力を応用した磁気腕輪，磁気枕，磁気懐
炉等が市販され，多数の患者に自由に使用されてい
る。これは磁石を長時間生体に装著し，全く時間的
要素を無視して常時その作用を人体に全ぼそうとす
る試みであって，医師の監督は全く不要であり従来
の理学療法とは著しく相違するものがある。
しかし磁気が生体に対し一体どの様な作用を及ぼ
すかと云う点について未だ殆んど明らかにされてい
ない。それにも拘らず極めて多数の人々が磁力を応
用した器具を用い，各種の疾患に効果があると云っ
ている。これは作用機序の科学的分析を伴わない全
く経験的な用い方であるとは云え，患者の愁訴の改
善に有効であったと云う事実は，単に心理的な作用
にすぎないと一概には否定することのできないもの
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がある。即ち磁力が生体に対して何等かの変化を惹
起し，その効果病的な現象を改善に導く転機が与え
られるのではな~，かと推定するのがむしろ順当な考
え方であろう。
そ乙で著者等は磁石の作用が疾患に対して果して
有効であるのか否か，有効であるとするならばその
作用機序はどの様なものであるか等を確かめる目的
を以て，磁石の強さ，作用時間等を加減し，酉E列，
使用部位等にも工夫を加えながら生体に与える影響
について実験的，臨床的研究を試みたのである。
いま，磁石を生体の一部氏附著させた場合，生体 
lζ及ぼす影響としては局所的なものと全身的なもの
とがあることが考えられる。そもそも磁界の中を電
導体が移動する場合，電導体は荷電されて電気が発
生する ζとから考えて，磁石の生体K対する作用の
一つはこの様な電導体の変化による影響と思われ
る。叉局所的作用について考えてみると，局所の細
胞即ち磁場内にある細胞は各種の代謝K際して，移
動する電解質が磁力を受けて影響され，その状態、に
何等かの変化を及ぼし，更に細胞自体花形態的，機
能的変化を与えるものと考えられる。
磁気の影響下に於ては荷電の程度は，磁力の強さ
と電解質の移動速度によって決定されるのである
が，乙の場合生体内に於ける電導体の移動速度を随
意的応変えることは困難であるのに反し，磁力の強
さを変えることは極めて容易である。そこで磁力の
強さを種々に変えて生体K適用した場合，当然考え
られるのは変化の度合によって有利な作用と不利な
作用とが惹起し得る事である。乙れは局所的作用だ
けではなく全身的作用についても叉全く同様に考え
られる。全身的作用を与える媒体としては主として 
D M 
第 1図磁気器具を示す 
M.磁気枕 K.磁気懐炉 
D. 腕輪(ドクターリング) F. フイライト
第 2図 腕輪(ドクターリング)と使用フイラ
イトを示す
血液が大きな役割を演ずる。血液は絶えず環流し，
全身隈なく養うことに加えてその成分には多量の電
導体が含れているからである。血液の他民生体内を
広く移動する導体としてはリンパがあり，叉髄腔内 
lζ含れる髄液や，神経鞘内の液も絶えず生体の一部
を循環している。 ζの様な導体も適当な磁力が作用
するならば，フレミングその他の法則が適用され，
血液のそれと同様民生体K或る種の影響を及ぼすも
のと想像される。
生体にとっては局所作用はいわば直接効果であ
り，全身作用は間接的効果とも云うべきものである
が，この場合両作用をして共K生体にとり有利なも
のとするためには，磁力の強さと作用せしむる部位
及び作用時間等について種々工夫吟味してみなけれ
ばならない。そこで著者等は磁気の影響Kよって惹
き起される生体反応を，先ず血液について二，三の
角度から観察し，次いで各臓器lζ及ぼす影響を知る
ために家兎を使用して実験的lζ研究した。更lζ以と
の実験より得られた所見について検討した上で，乙
れを臨床的lζ応用したのであるが，器具についても
磁気腕輪(吉井弥太郎氏製ドクターリング)，磁気
懐炉(矢内之雅氏製〉等の特徴に応じて各種の疾患
に使用し臨床的効果を研究した。
臨床実験K使用した症例は本態性高血圧症，慢
性，急性腎炎，ネフローゼ加味腎炎，糖尿病，血小
板減少症，再生不良性貧血，萎黄病，溶血性黄痘，
続発性貧血，神経衰弱， ヒステリー，胃腸神経症，
心臓神経症，血管神経症，勝脱神経症，夜尿症，顧
欄，気管枝哨息，内臓下垂症，低血圧症，神経痛，脚
気(心臓血管型)，肺結核症等総数 526例l乙及ぶが
何れも 3カ月以上長きは 2カ年余に磁気器具を使用
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した。後述の如く磁力線の深部到達の度が強く且つ
時と場所とを問はず容易に使用し得る便宜があるの
で，磁気器具は腕輪(ドクターリング)を主とし
枕，懐炉は適宜症例により之れに併用した。其の成
績は第 1表K示す如く 393例 (74.7%)!r.効果が認
められ 133例 (25.3%)は無効であった。以下その
成績の概要を報告すると共に作用機序について考察
を加えることとする。
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フエライトは一般に MO，Fe302 (但し M は Co
叉は Feを表わす)なる化学式で表わされるが， 
CoO，Fe203 !r.Fe304を固溶きせ磁場冷却と云う
特殊な技術を用いると優秀な永久磁石となるが， ζ 
れが op磁石と呼ばれるものである。そしてこれは
酸化物磁石の特性として保磁力の極めて高いことが
特徴で， 50年後もなお磁力の減衰がみられないと
云われている。著者等はこの研究にはすべて三菱電
機製の op磁石(永久磁石〉からなる器具を使用し
た。 ところでこれ等の器具は腕輪(ドクターリン
グ)にせよ，懐炉，枕にせよ，すべて数個のフエラ
イトは最も有効な磁場が形成される様花園E列されな
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32 いま図 aの様l乙フエライトを 3個づつN極を同一
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1. 磁気の応用と実験方法
最近磁石の新しい材料として酸化物焼結帯のプエ
ライトが脚光を浴びている。例えばテレビセットの
中には数種のフエライトが部品として含れている
し，ラジオ，通信機，それにパラメトロン等数えれ
ば枚挙に暇がな~，。 この様なフエライトの隆盛は 
1933年わが国の加藤，武井両博士が発明した op磁
石を発端としている。 
の磁力線発生を示す。叉フエライト 4個を 2個づっ
平行に配列する場合， 8個を 4個づっ 2列平行に配
列する場合にはそれぞれ第6図，第 7図l乙示す様な
磁場が作られるが，これ等の配列はし、づれも項部，
肩部，胸部，腹部，腰部等の平面部に使用する際に
便利な様に枕，懐炉等の形を工夫して作製した。
これ等l乙用いたフエライトの大きさは直径 15
 
mm，厚さ 3mmの円盤形のもので，残留磁気 
  
2，300--2，500ガウス， 抗磁力 600--800エノレステッ

ドの力を持つものである。
杭型，懐炉型のものは何れもフエライトを平行に
配列しその周囲を砂鉄で取り囲んである。特i乙ζの
枕型l乙使用する部位の関係から全身的作用の他!r.，
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第 3図磁力線の発生 第 4図磁力線の発生
磁力線の発生強く深部に達す 第 3図に比し磁力線の発生少く且つ深部に達せず
第 5図 腕輪(ドクターリング)とその 第 6図 磁気懐炉の磁力線の発生を示す
磁力線の発生を示す
トは直径 10mm，厚さ 4mmの円盤形のもので残
留磁気 2，300~2，500 ガウス，抗磁力 600~800 エ jレ
スラッドのものである。
実験方法としては先ず invitroの実験として，
フエライトを直接血液中に投入し， これが血球や血
清に与える影響について対照と比較観察し，叉載物
ガラス上の血液に直接フエライトを作用させて，血
球の形態，運動等の変化を顕微鏡下に観察した。
次いで invivoの実験として家兎を使用し，
肝，肺，心，牌或は骨髄，腰髄等I乙対し内臓の表面
第 7図 磁気枕の磁力線の発生を示す
にフエライトを直接固定し，或いは表面から磁力が
中枢神経系，髄液その他局所応対しても磁気の影響 深達する様K臓器に近く皮下，筋肉内に固定し，
が直接およぶ利点が考えられる。叉懐炉型は好む部 30~70 日聞にわたる影響を観察した。 この間心電
位に用い得る便がある。動物実験に用いたフエライ 図，血液像その他について臨床医学的に研究し，更
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第 8図 フイライトの寸法比と減磁曲線を示す
上のフイライトは，腕輪(ドクターリ
ング中にあるもの。下のは懐炉，枕の
中にあるもの。 
lζ剖検する 5日前には墨汁を血管内l乙注入し，剖検
後各臓器の変化を病理組織学的に研究すると共に墨
粒貧喰度を調べて，細胞の機能状態についても樹討
を加えた。
かくして以上の実験の成績を検討した結果，腕輪
(ドクターリング)，磁気枕，懐炉等はこれを単独に
或は適当に組合せて使用するならば種々な疾患に対
しでも必ずや有効な影響を与えるものである ζとを
確信するにいたった。 
II.実験的研究
1.試験管内実験
正常人の血液に適宜クエン酸ソーダを加えて凝固
を防いだものを試験管に取り，これに直接磁石を入
れて磁気の影響を与え，他方磁性は全く帯びないが
磁石と同型の石を入れた対照血液を取り，この両者
について赤血球沈降速度，赤血球抵抗，白血球の墨
粒貧喰能，血液像等を比較した。
叉載物ガラス上に血液をのせ，血液に接して磁石
をおき，磁気の影響下に於ける血球の形態や運動等
について顕微鏡で観察した。 
1) 赤血球沈降速度，磁石投入群，対照群共勝卵
器内に放置し，磁石投入前，投入後 1時間及び 2時
間の血液についてそれぞれ赤血球沈降速度(以下血
沈値)を測定し，両者を較べてみた。
磁石投入前は実験血液，対照血液共血沈値はほぼ
同値を示している。しかし磁石投入後の血液は 1時
間作用させたものも， 2時間作用させたものも，共
に対照血液iζ較べると下降の度合が少い。叉 1時間
作用させた血液よりも 2時間作用させた血液に於て
この傾向が著しい。其の成績は第 2表に示す。
第2表試験管内実験 (1)
赤血球沈降速度
対照例
(1 前 (2非時磁間〉可l 非磁)時間
30分 3.5 3.5 4.0 
60分 12.0 13.0 15.0 
31.0120分 30.0 35.0 
実験例 
(磁) (磁)~I 前 1時間 2 時間 
1 30分 3.0 3.5 5.0 
60分 13.0 
120分 
11.0 10.0 
26.031.0 27.5 
2 
30分 3.5 4.5 6.0 
60分 11.5 11.0 12.0 
120分 33.0 30.0 28.0 
2) 赤血球抵抗，前項と同様に血液に凝固防止剤
を混じ，磁石投入血液と対照血液について，磁石投
入前，投入後 1時間， 2時間の赤血液抵抗を測定比
較した。その結果は第3表に示す通り，最大抵抗に
ついては対照血液との間に全く差異が見られない
が，最小抵抗では磁石投入血液が強くなる傾向が認
められる。 
3) 墨粒貧喰，白血球の貧喰能試験を墨汁を用い
て行った。血液は前項同様に対照群と磁石投入群と
第3表試験管内実験 (2)

赤血球抵抗

対照例
 
(非磁) (非磁〉1~I 前 1時間 I 2 時間 
0.38 0.38 I OAO 
最大抵抗 0.28 0.28 I 0.28 
実験例
(磁〉 
I 2 時間 
1 
0.42 
0.28 
2 0.34 
0.34 
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に分け，両群の白血球の貧喰度を時間の経過に従つ の経過に従い，それぞれ標本を作製し血液所見lとっ
て夫々測定した。第4表に示す通り磁石投入前の平 いて観察したが，赤血球の形，大きさ，染色度およ
均貧喰度は対照血液と比較して特別の差異が認めら び白血球の形態，染色度，百分率等に於て特K磁石
れないが，時間の経過と共に磁気の影響を受けるに 投入による影響と認みられる程の所見は見られなか
及び，平均値K差が生じ，特VL2時間後の貧喰度は対 った。
照や磁石投入前に比較して明らかに増大している。 5) 血球の形態及び運動，健常人血液を取り，二
投入後 1時間の貧喰度は平均値についてみれば対照 重葎酸塩を加えて凝固を防止した後，乙れを載物ガ
との差は 2時間のと比較すれば少ないが，能度5の ラス上にのせ，これに磁石を近接させた場合，血球
ものが多くなってきているととからみて，既に貧喰 の形態と運動等に影響があるか否かを観察した果
能尤進の傾向を示し始めているものと認められる。 結，顕微鏡下花見られる変化としては特別なものは 
4) 血液塗抹標本，磁石投入前及び投入後の時間 認められなかった。
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に充進する事である。此の事実は後述の実験動物で
IV. 試験管内実験総括
見られる様な網内系組織の増殖と其の墨粒貧喰能の
磁石を直接血液内 lζ投じて経時的に血液に及ぼす 充進とよく一致する興味ある所見と云う事が出来
影響K就いて観察し，叉一部のものはオブエクトグ る。
ラス上にて直接磁石を接触させて其の影響を顕微鏡 2. 動物実験
下に観察したのであるが上述の如く赤血球の沈降速 実兎の腹腔或いは胸腔を聞き，各臓器の表面に直
度は遅延の傾向を示し，抵抗は最大値は余り変化な 接叉は表面に近くフエライトを固定し，磁力が局所
いが最小値は強まる，血球の運動，形態等には特別 並に全身K及ぼす変化について臨床医学的に血液所
述べる様な所見はないが特述す可き所見は白血球の 見，心電図所見を観察すると共Ie.，適当な時期に剖
墨粒貧喰の態度で対照l乙比し時間の経過と共に著明 検して病理組織学的所見について研究を行った。叉
実験家兎 NO.1
目リ 1時間 2時間
第 9図 墨粒貧喰曲線を示す
(磁石投入例は対照に比し貧喰能冗進を示す)
実験家兎 NO.2
第 10図 実験家兎の心電図を示す
(磁石を牌臓表面に固定す〉
実験家兎 NO.3
第 11図 実験家兎心電図を示す
(磁石を肝臓表面に固定す〉
第 12図 実験家兎心電図を示す
(磁石を両側大腿骨に密着固定す〉
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剖検5日前lζ，著者等は生体内墨粒貧喰機能試験法 体重 2.0kg，♀ 11月27日 (1958)磁石固定前の
に従って墨汁 10ccを耳静脈から注入し， 剖検後貧 心電図では洞性全調律， QRSm，Tmが陰性を示す
喰細胞の墨粒貧喰度を検して細胞の機能状態を研究 他特別な所見はない。赤血球数 442x103，血色素量
した。 80%，白血球数 7，000で百分率には著変がない。 11
実験児用いた家兎は体重 2.0--2.7kg。飼育条件 月 28日磁石を固定したが，固定後の経過に於ても
は出来るだけ一定とし，空気栓塞で殺した。剖検臓 何等異常はなかった。 4月23日 (1959)の心電図
器はオルト液或はフオルモール，アルコール液で、固 では，各誘導共に固定前に比べて QRSが柏、々 低下
定し，パラフィン包埋を行なった。染色はへマトキ している。 5月16日赤血球数502x104，血色素量 
シリン，エオジンを主としたが，格子線維鍍銀法， 92%と増加し，白血球数 6，500，頼粒球 42%，リン
PAS染色，アザン染色，ズダンE脂肪染色， 鉄染 パ球48%，単球 10%でリンパ球， 単球の比較的増
色等をも併せ行った。 加が認められる。同日墨汁 10ccを耳静脈から注入
以下フエライトの固定部位別K，各群より代表例 したが， 1時間後， 24時間後の血液では各血球数 
Kっき所見を述べる事とする。 には変化はないが，百分率では 1時間後単球は 12%
1) 牌表面に固定した例 で増加しているが，特にリンパ球が 82%となり著
体重 2.7kg，♀ しく増加している。しかしこれは 24時間後には既
磁石固定前の検査成績は赤血球数 517X 104，血色 R_ 30% fC.減少したが単球はなお 14%で増加してい
素量 (Sahli) 78%，白血球数 7，500でその百分率に る。墨汁注入後5日即ち磁石固定後 167日で剖検し
も異常は認められない。心電図には ST. Tmが柏、 亡。
々下降している他特別な所見はなL、。 12月7日 剖検所見:心臓は 5.5g，心筋内に軽度の円形細 
(1958)牌表面にフエライト 1個を固定したが，そ 胞浸潤が見られる。肺には小動脈壁の肥厚と，気管
の後も元気に経過し何等異常微候を示さなかった。 支周囲のリンパ球浸潤が中等度l乙見られる。肝臓は 
4月 23日 (1959)の心電図では磁石固定前に比べ 86.0gグリソン氏鞘のリンパ球浸潤は中等度K，肝
て各誘導共 QRSの高さが増し，以前花見られた 細胞の脂肪変性は軽度に見られるが，網内系細胞の 
ST. Tmの低下は改善されて略々正常となった。 5 増殖は著明である。叉軽度のヘモジデリン沈着も見
月 16日の血液では赤血球数 527x 104，血色素量 82 られる。牌は1.5g，細網細目主の増殖と軽度のヘモ
%，白血球数 7，200で百分率では梓状球，リンパ球， ジデリン沈着が見られる。下垂体前葉は軽度に肥大
単球の増加が見られる。同日墨汁 10ccを耳静脈か し，副腎皮質の肥大と脂肪変性が軽度に認められ
ら注入したが 1時間後には赤血球数 520x10¥血色 る。
素量 82%，白血珪数 7，400，24時間後には赤血球数 3) 左古大腿骨筋膜下に夫々 3個宛固定した例 
525x104，血色素量 82%，白血球数 7，400であるが 体重 2.9kg，♀固定前4月 17日(1959)の血液
其の百分率では注入後 1時間， 24時聞に於て何れ は赤血球数 494x104，血色素量 92%， 白血球数
も梓状球が比較的多く叉リンパ球，単球の増加が著 5，5000 4月 18日l乙左右の大腿筋膜下氏夫々磁石を
しく， 24時間では単球が特K増加している。墨汁 3個宛包埋固定した。この頃の心電図では洞性全調
注入後 5日即ちエライト固定後 167日で剖検した。 律， ST. Tmの軽度の下降と Tmの二相性が見ら
剖検所見: 心臓は 6.0gで，心筋内には Aschoff れる。固定後の白血球の墨粒貧喰能は固定前に比べ
の結節を思わせる円形細胞の浸潤が散在性l乙認めら 柏々充進している。 5月 16日赤血球数 500x104， 
れる。肺臓には小動脈壁の肥厚，気管支周囲のリン 血色素量 92%，白血球数5，650，そのうち頼粒細胞
パ球浸潤がみられる。肺臓は 93.0gでグリソン氏鞘 33%であるが梓状球が比較的多い， リンパ球 49%， 
Kリンパ球浸潤が著しく，軽度の脂肪変性も認めら 単球 15%で単球増加が著しい。墨汁 10ccを注入
れる。牌は 2.0g，周囲と癒着し，ヘモジデリン沈 し， 1時間後には頼粒細胞 30%， リンパ球 59%，
着，細網細胞の増殖が見られる。この他骨髄， リン 単球 11%，24時間後には頼粒細胞 46%，リンパ球
パ腺，肝にも細網内皮細胞の増殖が認められた。下 42%，単球 12%となりリンパ球，単球の増加が認め
垂体前葉，副腎皮質にも軽度の増殖が見られる。腎 られる。固定後 34日，墨汁注入後5日で剖検した。
及びその他の臓器lζは特別の所見は認められない。 自j検所見: 心臓は 6.0gで特別な所見はない。肺 
2) 肝表面に固定した例 には小動脈壁の肥厚と気管支周囲のリンパ球浸潤が
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軽度にみられる。肝は 93.0g，グリソン氏鞘のリン
パ球浸潤，肝実質の軽度の脂肪変性が認められる。
ヘモジデリン沈著と細網細胞の増殖とが極めて顕著
であり，後者には墨粒や色素を貧喰するものが多い。
牌，骨髄に於ても細網細胞の増殖とヘモジデリンの 
沈著が高度である。特異な所見としては下垂体前 
葉，副腎皮質が中等度に肥大している点で，副腎皮 
質lとは脂肪沈着が著明である。腎その他の臓器Kは
実験家兎 No.4
第 13図 実験家兎の心電図を示す
(磁石を腰部筋肉内に脊椎の両側に密着固定す)
実験家兎 No.5
第 14図 対照家兎の心電図を示す
(磁性を帯びない向。石を牌，肝表面に固定す〉 
特別な所見が見られない。 
4) 腰部に固定した例
体重 2.25kg，合固定前4月 17日 (1950)の血
液では赤血球数468x10¥血色素量 92%，白血球数
6，600，そのうち頼粒細胞 69%，リンパ球24%，単球
7%，白血球の墨粒貧喰度は正常範囲内にある。翌
18日比磁石を腰椎部IL:3個宛固定した。 23日の心
電図では Tl，T]Iの陰性， T]Iは 2相性を示した
が，その後の経過に於ては特に異常が見られなかっ
た。 5月 16日墨汁注入前の血液では赤血球数 520x
104，血色素量 96%，白血球数 6，700で頼粒細胞 56
%， リンパ球 34%，単球 10%。墨汁注入後 1時間
では赤血球数524x10¥ 血色素量 94%，白血球数 
6，200，頼粒細胞 8%リンパ球 82%，単球 10%でリ
ンパ球増加が著しい。しかし注入後 24時間では頼
粒細胞 78%，リンパ球 16%，単球 6%となった。注
入後5日即ち磁石固定後 34日 (5月 21日)で剖検
した。
剖見所見:心臓は 6.0g特別な変化はない。肺に
は小動脈壁の肥厚と気管支周囲の軽度のリンパ球浸
潤が見られる。肝は 105.0g，肝実質の脂肪変性，グ
リソン民鞘のリンパ球浸潤が軽度にあり，ヘモジデ
リン沈着，網内系細胞の増殖が中等度に認められ
る。牌は 2.0g，ヘモジデリン沈着， 細網細胞の増
殖が中等度lζ見られ，細網内皮細胞には色素や墨粒
を貧喰するものが多い。リンパ腺の軽度の増殖と中
等度のヘモツデリン沈着がみられる。骨髄も中等度 
lζヘモジデリン沈着があり，細網細胞の増殖も明瞭 
lζ認められる。下垂体前葉，副腎皮質の軽度の増殖
が見られるが腎等には特別な所見はない。 
5) 対照例(磁性を帯びない石を固定)
体重2.1kg，合対照群には他群に使用したフエ
ライトと同型のもので，全く磁性を帯びないものを
牌，肝の表面，或は大腿部筋膜下にそれぞれ固定し
た。代表例について述べれば， 4月 18日 (1959)
の血液では赤血球数 582xlO¥血色素量 90%，白血
球数5，200で百分率は正常である。 5月 16日比は
赤血球数 570x10¥血色素量 82%，白血球数 6，300，
頼粒細胞 65%，リンパ球 30%，単球 5%。墨汁 10cc 
注入後 1時間では頼粒細胞 64%，リンパ球 31%，単
球 5%であり， 24時間後には頼粒球59%，リンパ
球 35%，単球 6%となった。 乙の頃の心電図では 
Tmが二相性を示している。 5月21日固定後 34日
で剖検した。
剖検所見: 心臓 6.5g，肝臓92.0g，牌 2.0g，左
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腎7.5g，右腎7.5g，副腎は左右併せて1.2g，脳8.0 い。 
g，組織学的には各臓器共特別な所見が認められな
実験家兎の病理組織学的所見 
INo. 1 INo. 2 I … [No~T~o. 5 
3磁 石 数 1 2 6 
l固 定 部 位 (牌表面|肝表面|百側大腿(腰 部 牌，肝，大腿(非磁)
固 疋- 期 間 (日 数) 167 167 34 34 167 
十 
組
円 形 細 胞 浸 潤| 十
十 + 十 十
肺 気管枝周囲リンパ球浸潤 十 十 + +織
戸ラ主与 十t十t 十+ 
肝脂肪変性 + 十 十 +的
所
見
十什ヘモジデリン沈着骨髄肝牌リンパ腺 l 十 + + 
網内系増殖骨髄，肝，牌，リンパ腺 十 十ト+十 十i十
下垂体前葉，副腎皮質肥大 十 十 十+ 
腎， 脳， 大動脈他， 異常所見
第 15図 対照家兎の肝臓所見
墨粒貧喰少し。 
C 
第 16図 実験家兎の肝臓所見
磁石を腰部に固定した No.4網内系の
増殖と墨粒貧喰充進像を示す。 
c.墨粒
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L L 
第 17図 磁石を牌表面に固定した No.1の肝
臓所見 
L. グリソン氏鞘内のリンパ球の高度の浸潤
を示す。網内系細胞の増殖と墨粒貧喰冗
進像を示す。 
H 
第四図磁石を両側大腿骨部に固定した No.3
の肝臓所見 
H. ヘモジデリン色素の高度の沈着を示す。 
1部は網内系細胞に貧喰されている。 
A 
第 18図 磁石を肝臓表面に固定した No.2の
肝臓所見 
L. グリソン氏鞘内のリンパ球の高度の浸潤を
示す。 
A 
第 20図 磁石を牌表面に固定した No.1の心
臓所見 
A. 円形細胞浸潤 
L 
第 21図 磁石を肝表面に固定した No.2の肺臓所見 
L. リンパ球の浸潤 
A.小動脈の肥厚
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R F 
第 22図 磁石を牌表面に固定した No.lの牌
臓所見 
F. リンパi慮胞の増殖 
R.網内系細胞の増殖と墨粒貧喰克進像を示
す。
第 24園 対照家兎の腸間膜リンパ腺所見
第 23図 磁石を両側大腿骨に固定せる No.3
の牌臓所見 
22図と同様リンパ櫨胞の増殖，網内系細胞
の増殖と墨粒貧喰充進像を示す。 
H 
第 25図 磁石を両側大腿骨に固定せる No.3 
の腸間膜リンパ腺所見
リンパ浦胞，網内系細胞の増殖とへモジデリ
ン色素の沈着を示す。 
H. へモツデリン色素
第 26図 対照家兎の大腿骨骨髄所見 第 27図 磁石を両側大腿骨に固定せる No.3 
の大腿骨骨髄所見
骨髄組織の増殖を示す。
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E 
第 28図 対照家兎の下垂体前葉
第 30図 対照家兎の副腎皮質 
v.動物実験総括 
部位を変えてフエライトを，牌表面に固定した 
群，肝表面に固定した群，大腿筋膜下に固定した
群及び腰部に固定した群についてそれぞれ臨床医学
的に経過を観察した結果，心電図では一部民好影響
を与えるものが認められたが，障害の起った例はど
の群にもみられない。血液所見では別表に示す通
り，磁石固定による血球数の増加は赤血球，白血球
特に前者に軽度比認められるが，白血球百分率に於
いては固定後好中球では梓状球が，叉リンパ球，単球
の比較的増加が見られた他白血球の貧喰能が允進し
ている。叉此等の墨汁注射 1時間， 24時間後の観 
察では磁石固定群氏リンパ球，単球の増加が著しく
1時間後にリンバ球の 82%I乙増加したもの，単球の
第 29図 磁石を両側大腿骨に固定せる No.3 
の下垂体前葉 
E.好酸性細胞の肥大増殖を示す。 
F 
第 31図 磁石を両側大腿骨に固定せる No.3 
の副腎皮質 
F.束状層の細胞肥大と脂肪変性を示す。 
24時間後に 16%I乙増加したものがある。
病理組織学的所見では
1) 牌臓所見: 全例共黒色を呈し，軽度の浮腫
がある。リンパ鴻胞の増生肥大があり，赤髄には髄
索と細網細胞の増殖が強く，洞内皮細胞の肥大増殖
も見られる。墨粒の沈著は主として赤色髄に多量に
見られるが，鴻胞には軽度である。貧喰の程度は対
照例に比較し貧喰率が高いだけでなく，胞体内に取
り込む粒子の量が何れも大きい事が特徴的である。
赤色髄iこは叉種々の程度に血鉄素の沈著が見られる
が，大腿筋膜下固定例では特に著明であり，叉この
例ではリンパ糖胞の増生が最も強く見られた。
2) 肝臓所見: 全例共に黒色を呈し，クッペノレ民
星細胞は墨粒を貧喰して強く腫大する。墨粒は叉肝 
細胞にも貧喰されて小頼粒として認められる。デイ
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ッセ氏腔l乙は援液の浸出lζ伴う拡張が見られるもの
もある(腰部固定例)。小葉周辺ではグリソン氏鞘
lζ接して種々の程度比血鉄素の沈著があり，大きな
粒子として認められる。叉一部には小頼粒としてク
ッペJレ氏細胞内にも貧喰されている。血鉄素の沈著
は大腿部固定例 K於いて最も高度である。グリソン
氏鞘lζはリンパ球，形質細胞等の浸潤が認められる
が，その程度は牌固定例が最も高度で，肝固定例で
は中等度，腰部固定例では軽度である。肝固定例，
大腿部固定例では主K肝細胞索を中心として軽度の
脂肪変性も認められた。
3) リンパ腺所見: 腸間膜リンパ腺を主として
検索したが，髄様K腫大し，皮質小結節の増生が高
度で細胞充満し，周縁洞は圧迫されて縮小してい
る。髄質K も細胞多く，一般に網内系細胞の増殖が
強く見られ，髄索の増生も認められる。叉洞内には
摂液の接出がみられる。墨粒貧喰は皮質周辺の洞内
に軽度にみられるが，そこには叉血鉄素の沈著もあ
り，特化大腿固定例では粗大粒子として著明 K認め
られる。
4) 骨髄所見: 大腿骨骨髄について検索したが，
骨髄は黒色を呈し細胞に富んでいる。髄索には骨髄
性細胞の増生があり， 巨核細胞の増殖も見られる
が，乙れ等の所見は肝固定例，大腿固定例l乙於て最
も著明である。 ζの他細網細胞の増生と洞内皮の腫
大があり，貧喰された墨粒が大小の頼粒として認め
られる。脂肪組織は一般lζ比較的乏しいo 
5) 心臓所見: 短期固定群では殆んど変化を認
めないが，長期固定群では心筋間質の所々にリンパ
球様の円形細胞浸潤が結節状花見られ，一部では間
質小動脈周囲の心筋束が緊粗となって，好塩基性の
紡錘型細胞の増生を伴う肉芽腫の形成がある。叉小
動脈外膜lζは類線維膨化が見られ，心筋層の一部の
小動脈壁が肥厚して閉塞性動脈内膜炎に相当する所
見が認められる。 
6) 肺臓所見: 肺胎壁は軽度の肥厚を呈し，気管
支周囲lζ於けるリンパ装置の増生が全般に見られ
る。叉肺内の細，小動1*壁が全般的lζ肥厚し，牌固
定例や大腿固定例で、は閉塞性動脈内膜炎の像が認め
られる。
7) 腎臓所見: 全般に尿管主部の軽度の腫張が
あり，牌固定例や大腿固定例には少数の硝子様円柱
が認められる他異常所見は見られない。
8) その他の臓器所見: 牌固定例と肝固定例に
於いて下垂体前葉の好酸性細胞の増殖が認められ
る。副腎は一般に皮質糸球層，束状層の軽度増生と
細胞の肥大とがあり，中等度の脂肪沈着も認められ 
るものがある。髄質Kはクローム反応が著明であ
る。脳には著変なく，叉大動脈の硬化はいづれの群
にも認められない。
以上健常家兎に磁石を固定して観察した結果，長
期間磁石を作用させた群には心筋内に恰もアシヨフ
氏結節を思わせる円形細胞浸潤と，肺の細，小動脈
壁肥厚，気管支周囲lζ於ける円形細胞浸潤があり，
所謂アレルギー性変化lζ類似する所見を呈した。叉
短期固定群，長期固定群共リンパ組織，骨髄組織の 
増殖が見られ，叉此等の組織は勿論肝臓，牌臓等の
網内系の増殖も著明であるばかりでなく，貧喰態度
より機能の充進状態が認められた。乙の様な所見は
何れかと云えば短期固定群に於いて著しい傾向が見
られる。磁石固定後既に述べた様l乙赤血球，住血球
数の軽度の増加，叉其の百分率K於いては好中球の
梓状球が比較的多く叉リンパ球，単球の比較的増加
を見るが墨汁注入後のリンパ球及び単球の比較的増
加は対照群氏比べて特に著しい。心電図所見にも特 
別なものは見られないが，最初 ST.T の下降， T
の二杷性等を示したものが，磁石固定後改善の徴を
認めたものもある。
要するに磁石を固定した部位，強き，期間の長短
等 Iとより多少の差こそあれ， リンパ組織， 骨髄組
殻或いは叉牌，肝，等網内系の増殖と機能充進，更
IL叉下垂体前葉，副腎皮質の細胞増殖と後者の脂肪 
沈着とを惹起した。要する K生体lζ対して形態的，
機能的変化を与えたことは明らかな事実である。
なお磁石を強く作用させて短期間の影響を観察し
た理由は，長期にわたって作用させた動物の中で，
赤血球の破壊に基く血鉄症や心臓その他民アレルギ
ー性変化とみられる所見が認められたからである。
しかし乙の様比一見生体に不利と思われる変化が見
られたにも拘らず，心電図，血液像等Kは特に障害
を与えたと云う程の ζ とはなく寧ろ好影響を与えて
いる。反面叉これ等の事実は有利不利は別として，
確かに生体K或る種の変調をもたらしたと云う明ら
かな証拠ともみなされよう。叉以上の病変から直ち
にこれを臨床的に応用した際の障害を予想すること 
も当を得ない。何故ならばそれ等の病変を起した動
物には凡て臨床的lζ使用するものより遥かに程度を
越えた強きの磁石を使用したからである。 
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VI. 臨床的研究
著者等は磁気lζ関するこの研究の対照を先づ血液
においた。血液には磁気の作用を発揮するに必要な
電導体即ち各種電解質及び血球(特に赤血球〉が多
く含まれていて， 絶えず体内を移動していること
が，フレミングその他の法則を適用せしめるのに最
も有利と考えられたからである。
血液の電磁誘導についての研究は既にアメリカの
コーンによって行なわれたが，その後ζれを医療面
に応用する試みは全く行われなかった。しかし最近
にいたって電気関係の作業従事者に高血圧で死亡す
る者が比較的少いと云う経験的な事実が注目され，
磁気製品が漸く医療的に使用される様になった。だ
がこれは未だ飽く迄も民間療法の域を出ず，医学的
に取り上げた研究は全く見る乙とができない。文献
的にも内外にわたり，乙れ等の実験的或いは臨床的
研究の論文は皆無に等しい。そこで著者等は前編に
述べた様な invitro の実験や動物実験を行なうと
共に，各種の疾患に応用して臨床的効果を確めるこ
ととしTこ。
以下疾患別に成績を述べる。 
生高血圧症11.本態
尿所見その他より本態性高血圧症と認められる 
73例に磁気腕輪(ドクターリング〉枕， 懐炉等を
単独或いは併用して 3ヵ月以上 2カ年余の経過を観
察したが，その結果 51例に効果を認め， 22例が無
効で， 70%の有効率を得Tこ。有効例では最高， 最
低血圧共に下降するのが一般であるが，最高血圧の
下降度合が大きく，最高の 30~60 mmHg，K対し
て最低は 20~30mmHg. のものが多い。男女の別
はほとんど関係がないが， 20代から 40代の比較的
若い層の高血圧症に有効例が多く見られる。換言す
れば動脈硬化と云う器質的病変の未だ軽いもの程効
果が強いと云うことができる。症例の約3分の 1は
既に薬物その他の療法を行なったものもあるので全
部が磁気の影響によるとは断言できないが，磁石使
用lとより血圧が下降するだけでなく，比較的早く肩
こり，頭痛，不眠，心停充進等の自覚症状の消失を
来たす例が多い。
叉興味ある点としては高血圧患者の血清コレステ
ローノレ値が磁石の使用後次第に低下してくる事実で
ある。減少の程度は 50~80 mg/dl (Hinsberg 
Mertin氏法による総コレステロール値)である 
1J)_，特l乙著効を来した症例について経過を説明す
る。
症例1. 56才 ♀ 主婦
診断: 本態性高血圧症兼心筋梗塞
主訴: 胸痛，胸内苦悶感
現病歴: 昭和 34年3月初め，軽るい感冒lζ躍っ
たが家事を続けていた。しかし 10月頃胸痛と共に
胸内苦悶感が現われたので入院した。
入院時所見: 体格，栄養共中等度。顔貌柏々蒼
白にて少しく苦悶状。第2大動脈音，肺動脈音が梢
々充進している。肝，牌は触れず，脈樽は分時92，
血圧 190/105mmHg，心電図lとは梗塞曲線が明瞭
である。
経過: 入院後暫く安静状態の下に対症療法を行
なった後，磁気腕輪〈ドクターリング)と磁気枕と
を併用して使用した。その後2日目頃から胸痛，胸
内苦悶感が次第に軽減し， 2週間後には殆んど完全
に消失し，永い間あった肩乙りも殆んど感じなくな
ったと云う。血色素量は使用前後で特に変化はない
が，赤血球数，白血球数共柏々増加して正常値に近
づく傾向を示した。心電図でも当初に見られた梗塞
曲線の改善は著明であった。血清コレステロール値
は磁石の使用前は 266mg/dlであったが， 2週間
後には 205mg/dlと正常範囲内に減じた。叉乙れ
と共に血圧も 160/95mmHgと下降し， 6週後には
コレステロール値は 185 mg/dl，血圧も 140~150/ 
80~90 が続札愁訴も全く消失して良好な経過を
続けている。
第 7表 本態性高血圧症 
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包乙。 第 8表 本態性高血圧症 
主訴: 労作時息ぎれ
血援蛋白分画 コレステロール
現病歴 :4~5 年前より時々頭痛，肩こり動障があ
|22/7|
った。昨年顔面の浮腫，動惇l乙て受診し，某医より '59 I25/8 
高血圧を指摘された。 G.E.mg/dl! 6.65¥ 6.69 G.mg % 196 
既往歴，家族歴には特記すべき事項はない。 A l. % I40.0 I42.5 
入院時所見: 体格，栄養共中等度，顔面 lζ浮腫は
ない。脈捧分時 50，整，緊張性。心尖部の縮期音梢
々不純で第 2大動脈音が充進している。胸部には左
前下部，左後中部及び左後下部氏かけて湿性羅音が
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きかれる。肝，牌は触れず，両側腔骨稜lζ軽度の浮
腫を認め，膝蓋膿反射が減弱している。脈樽数 54，
血圧 160/88 mmHg，静脈圧65mmH20，循環時聞
はエー テノレ 8秒， ロペリン 10秒， 尿尿に異常はな
く，肝機能も正常範囲内で血液所見にも著変がな .陣司.
い。腎機能試験は P.S.P. 2時間値 66.2%，血清 
Na 146，K 4.5，C1357.6，血奨蛋白は G.E. 6.65%， 
A l.40.0%，r27%で増加している。
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第 35図 脳波(磁気腕輪，磁気枕使用後)
経過:入院後 Cedilanid，Esidrex と共にドク 現病歴: 約 2年前医師より高血圧を指摘された
タ{リング，磁気枕を使用するに及び，間もなく静 が，その頃から頭痛，足背部の知覚鈍麻，言語障害
脈圧50mmH20，血圧 120mmHg，前後を動揺す 等が時々現われた。
る様になった。血撲蛋白は磁気枕使用後，総蛋白量 既往歴: 30才の時坐骨神経痛に擢患したことが
には変化はないが，rが 17.7%に減少し， α，s，タ ある。
が柏々増加する傾向を示した。血清コレステロール 家族歴: 父，妹が脳卒中にて死亡した。
値も第 8表lζ示す様に逐次低下した。心電図所見: 入院時所見及び経過: 体格，栄養共中等度。脈樽
磁石使用前 (80/6，1959)では正常範囲の左型を示 整，血圧 206/90 mmHg，顔面，瞳孔K特別な所見
し， STII，E の低下が見られる。磁石使用後 (24/ なく，心尖部第 1音不純，大動脈第2音が充進して 
8，1959)には STn，mの低下が改善され， Tnの いる。腹部では肝を約2横指触れ，硬度は柏々増
陰性が陽性化した。叉所謂右心冠不全が消失して左 し，辺縁は鈍，表面平滑である。牌は触れない。膿
型傾向が増している。乙れは右心不全徴候が消失し 反射は梢々充進しているが病的反射はない。血液で
たためであろう。 Goldberger誘導でも TaVRが は血球数，血色素量，血液像等に異常なく，尿尿に
以前には土であったものが正常となり，aVF の ST. も特別な所見はなし1。肝機能は正常範囲で髄液にも 
T.低下は殆んど正常にまで侠得している。叉以前 異状がない。 P.S. P.試験では 2時間値 88.7%，血
には半垂直心であったものが，半水平心となってき 清梅毒反応陰性。眼低所見は Keith Wagner ITa。
たがこれは勿論右心不全が消失したことを意味して 心電図所見:著明な左室優勢型を示し。 W i1son誘
いる。 Wilson誘導でも左心図の ST. T低下ない 導では移行帯はれとなっている。各誘導共調律や
し2相性の低下が全く快得している。脳波所見:使 ST. T.には異常がなし'0ただドクターリング，磁
用前即ち(18/7，1959)には前頭部誘導にリズムの 気枕使用前には反向性の Tmが使用後同向性とな
乱れの傾向を認めるが，過呼吸テストで 3~5 c/sの ってきている。脳波所見: 使用前 (7月 14日)も，
発作性高電位波が見られる。使用後約 1ヵ月， 7/9 使用後 (9月 15日〉にも前額部誘導に過呼吸にょ
にも前回の所見とほぼ同様であるが，過呼吸テスト る速波が見られるが磁石使用後には速波の傾向が幾
では前頭部誘導になお軽るい発作性高電位波を見 分消えている。
る。叉頭頂部誘導にもこれが見られるが，前回に比 本例はドクターリンダ，磁気枕使用後頭痛が次第
べると， リズムの乱れには著明な 3~4c/s の徐波 に軽快， 消失し不眠も改善されて，血圧は 140/70 
が見られる。 mmHg前後に安定する様になったが， 断綴性言語
症例 3. 59才♀ 〉や軽るくよろめく様な歩行には何等改善の徴が見ら
診断: 本態性高血圧症兼脳動脈硬化症 れなかった。
主訴: 頭痛，言語障害及び歩行障害
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第 36図 本態性高血圧症兼脳動脈硬化症
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第 38図 脳波(磁気腕輪，磁気枕使用後)
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2.糖尿病
糖尿病と動脈硬化との関係は極めて密接で，本症
の殆んどすべては早晩動脈硬化を合併してくる。磁
気が高血圧症に与える影響については前項で述べた
が，血圧降下や血清コレステロールの減少等が見ら
れることから，磁気が糖尿病や，糖尿病に合併する
動脈硬化に対してどの様な影響を与えるものであろ
うか。叉本病では精神的緊張によっても尿の糖が増
加することが一般に知られているが，磁気が神経系
えの影響を介してどの様な効果を発揮するだろうか
との興味を持って，本症にドクターリング，磁気枕
を使い臨床経過を追求してみた。
症例: 55才合
現病歴: 40才頃偶然の機会から糖尿を指摘され 
たが，自覚症状はなかった。その後食事療法によっ 
て糖尿は消失した。昭和34年3月初め頃背部K廟
が現れ，某医より糖尿病の精密検査をすすめられて
入院した。 
既往歴: 8才の時ヂフテリーに擢患した。
家族樫: 祖父が糖尿病で死亡した。
入院時所見: 体格，栄養中等度，貧血，黄痘はな 
い。背部lζ約 4cm大の廓がある。脈持71整。血
圧 126/78mmHg，胸部lζ異常はない。肝を肋骨弓
直下K触れるが圧痛はない。
経過: 入院後間もなく坂口試験食，葡萄糖二重負
荷試験，インシュリン感受試験等を行った結果本例 
は真性糖尿病であり且つインシュリンが効果を示す
乙とが確かめられた。そこでインシュリンを{吏用し
たところ肝機能やコレステロール値も改喜されて
きた。叉経過中にドクターリング，磁気枕を使用し
たところ，熟睡が得られる様になり，夢を見なくな
ったと云う。
検査所見: インシュリン，チオクト酸.と共にド
クターリング，磁気枕を使用した結果，血色素量，
赤血球数共に増加したが，尿の糖は使用前後を通じ
て陽性を示し磁気比よる影響は全く見られな ~'o 白
血球百分率も殆んど変化なし赤血球沈降速度にも
殆んど影響が認められなし'0血清蛋白の総量は柏、々
増加し， α，rが柏々増して α2' s，cpが減少した。
肝機能は次第に恢復し Gros 1.4 ccが1.8cc R.， 
Cob. R1~R6 が R1~R4' R.， Cd. R4~R6 が R2~
Rs Iとそれぞれ改善された。血清コレステロールも
減少の傾向を示し次第に正常値lζ近づいた。血清ワ
ッセルマン反応陰性， 眼底所見は KeitlトWagner
lbである。腎機能試験ではすべて正常値を示し，
P. S. P. 30分値 41.1%，120分値 90.3%であった。
心電図では治療の前後を通じて同方向性の左型を示
し， Wilson誘導に於て治療前の移行帯が V2，治療
後は V3 となったイ也差異は認められない。脳波所
見: 磁石使用前 (7月7日)には過呼吸テストに
よって著明な α-Activityがみられる。 3分の過呼
吸による反応は，使用前では正常であるが，使用後
(8月 8日)では前頭部と後頭部誘導にリズムの乱
れがあり，徐波も見られる。しかし乙れ等の変化は
第 9表糖尿病
血 液 像
磁ま く ら， ドク
ターリング使用 尿
磁ま くら， ドク
ターリング使用
前 I30日後白日 I52日後
血 色 素 量 
赤 血 球 数 
白 血 球 数 
好 中 球
梓状核 
分葉核E 
m 
IV 
V 
VI 
好 酸 £ま 
好塩基球
ンパ球 
単 耳と 
92 % 
448x 104 
7100 6900 
5 4 % 
20 22 1 
40 38 H 
12 16 H。。 
。 
。。
。
H 
H 
3 1 1 
H 
18 18 H 
2 1 If 
色
比 重 
酸 度
蛋 白 
糖 
ウ ロ ビ ン
ウロどリノーケ、ン 
沈 ご直 
赤 血 球 
白 血 球 
上皮 細 胞
円 柱
淡黄色 淡黄色
1，022 1，015 
酸 性 酸 性
(+) C+) 
C+t十) C+H-) 
(十〉 (+) 
C+) (+) 
C-) (ー〉 
1/2_3視野 1-2/1視野
(ー〉 (ー )
(一〉 (ー〉
2000 
-340- 千葉医学会雑誌 
10;li12兇 ~ 10 15 20 25 30)1i 5 |lnsulin 10 U. 9 ，L_，1 肝 機 台巨
2500j ゲ ロ
コ ト)レノ'¥'
4b .- 唱晶 、 ~ ，気ー rn 
カ ドミウム 
15帥 
150 B. s. P. % 
第 36巻 
2/7 28/8 
1.4 1.8 1.8 
R l-6 R l _ 5 R l _ 4 
R 4 '6 R 2中 6 R 2 '4中$ 
5 5以下
コレステロー Jレ |阿日71 2/7 5/8 
G mg% 260 230 2001 
91 84 75F mg% 
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第 10表糖尿病 
8/7 '59より磁まくら， ドクターリング使用 
1 I ')Q /'7 1 1 /Q 12/5血沈 1-'"'159，28/7 I1/8 I2/9 

1時間値 1 22 I 27 I20 I26 

血援 12/5 ')1 /C.: Q 1
'7I-'-"'I， ~O 1 21/6 1 3/7 5/81蛋白分画 l1 591I '-'~/V : V/. I I 
6.46 7.43 6.99 7.33 

A l. % 

G.E. g/dl 
46.4 44.743.5 50.0 
α1 fι。o 6.1 7.0 7.44.3 
7.7 9.1 9.613.2α2 %υ 
8.910.2 10.3 10.5戸 % 
T 。% 19.0 

ω % 

15.3 18.0 16.7 
13.5 7.9 9.3 10.4 
電 区l 
第 41図脳 波
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第 42図 脳波(磁気腕輪，磁気枕使用後)
過呼吸によって簡単に正常波形に復している。 にする事が出来た。したがって磁気の影響を帯びた
3.ネフローゼ加味腎炎 血液Kよって濯流される腎は，臨床的にどの様な変
著者富塚は 1931，1932年に馬杉教授と共同で白 化を示すだろうかと云う事は興味ある問題である。
鼠，次いで家兎I乙就き病理組織学的に，叉臨床的lζ そこでネフローゼ加味腎炎，慢性腎炎及び急性腎炎
全く人の糸球体腎炎と同ーのものを創製する事K成 等について，腕輪と共K磁気懐炉を用い腰背部の腎
功し腎炎の発生はアレルギーに基くものである事を 局所近くにこれを当てて臨床経過を観察してみた。
証明した。 症例 18才合
叉既lζ述べたる様に磁石を牌表面に長く (2ヵ月 診断: ネフローゼ加味腎炎
間〉固定した家兎 (No.1)の心臓，肺臓等にアレ 主訴: 全身浮腫
ノレギー性反応と認む可き病理組織学的所見を明らか 現病歴: 約3年前感冒K躍った時浮腫が現われ
第 11表ネフローゼ加味腎炎
例 1 例 2 
77土:-1前 !凡|凡 11磁主 日 12(出|凡|凡
血
色(Sahli素) 71 I 75 I 76 I 78 69 [ 70 I 71 76 
赤
血 32 I 335 1 340 I 350(x104)球 
白 血 球 数[8000 I削|側 I87 7500 I 7600 I 7500 I 7600 
血
(mmHg) 圧 1150~90 I凶~叫b 叫ル80 ル 85[ル叫37~80 1128~80 
血 
(1時間値) 11 7 8 11 10 
血
清(g/dl)蛋 白 I 5.0 I 2 I 5.25 I 
血清コレステローノレ | ω I 438 I 432 [ 416 320 I 318 I 290 I 278(mg/dl) 
尿 蛋 9 
e
(偽) 6 8.5 
尿 
(1日量 cc) 600 I 700 I 800 300 I 350 I 450 I 560 
尿 円 柱 |ω1川 |ω|肘 叩|件)IωI C+) 
沈撞 赤 血 球 I (ー ) I (ー ) I Cー ) 1 C一〉 (ー ) [ (掛) I Cー) 1 (ー〉
戸主ゐ 
? え』-342- 千 葉 医 -r = 雑 第36巻
ショック状態に陥ったことがあるが，間もなく軽快 第 12表 ネフローゼ加味腎炎
した。 1年半程前，から再び浮腫，腹水が現われ，尿 1f 3ij 
量が 1 日 300~400 ccと云う状態が続いたので入院
(磁) 
し?こ。 8週jl箱崎| 
誌
第 13表 
入院時所見: 体格，栄養共中等度。顔面は蒼白で
全身に浮腫を認める。脈博 78，血圧 150/90mmHg， 
78 I 78 174 I76 I76 I血ふ三量

赤及品数 13ωl365 [ 3日 I380 I 390
満し，波動を触れるが肝，牌は触れなt'o血色素量 
(Sahli) 71%，赤血球数 350x 104，白血球数 8
白血球数!側 16501640I側 169ω
胸部は理学的に異常を認めない。腹部は中等度iと膨
，000，
赤血球沈降速度1時間値 11mm，血清蛋白 5.0mg/
血(mmHg)圧 |1519r19314190!14と9rと87 
dl，血清コレステロール値 440mg/dl，尿蛋白量 15 
%c，尿量 400 CC，尿沈誼K円柱多数が見られる。
経過: ドクターリング，磁気懐炉を腰部lζ使用し
た日から尿量が増加し，翌日は 600ccとなった。 
3日目頃から僅かながら浮障が消槌する傾向をみせ
てきた。叉第 11表K示す様に血色素量，赤血球数
も次第に増加し，血圧が降下すると共に血清蛋白も
増加し，尿蛋白量が減少した。尿量はその後 700~ 
800 ccが続札尿沈査にみられる円柱も減少し，血
1 1012 I 15 1 20 I18 I時間値千41 
I 59)61! 5.7 I5.8I ぷ白3血 6.0 
尿沈浩一
I 
250ALArTl289[29o127o 1 256?ミ 
1 10I 8 10 I 12 1 15 1尿芝白 
h 日量 cc~ I 60I 650I 70I 80I 80
l 柱|州|刷 I(+) IωI (ー )
(赤血球 I(ーパ(一)1 (一〉|(一)|(ー )
清コレステロール値も低下の傾向を示した。叉これ
。
1 1 号、f
よ¥ナ71jーらい記凡

らの諸検査成績が改善されると共に全身状態も次第
に良好となり，その後極めて順調に経過している。
本例の他ネフローゼ加味腎炎2例，急性腎炎2例に
ついても同様Kドクターリング，磁気懐炉を使用し
た。それ等の検査成績は一括して第 11表，第 12表，
第 13表に示すが，血清コレステロール，血圧値，血
性
腎 炎
タ1 2 
(磁〉 
8 週 目IJ l会i阿賀|持団四 
65 
31 26 |312 [ 38[ 361[ 372I 375
650 
15と8J4と814と対1む61%312180
(-) 例 |ω|ωI(一)I(一)I(ー〉 
(一)
:il一六十
主主~I_-宅 A--=τ8----_-6例 Z 
液，尿所見等にいづれも磁気による好影響が認めら
れる。 
4.
 血小板減少症
相却赤血孫数
.A_____~例 Z
，酬。_-_.f:J，.-ーー-..，JJ剖』 
A- 〆F
0 .'〆r 
血小板そのものは骨髄巨核球から生成される ζと 20。 
(x10・}
は Wright以来多くの業績Kよって明らかで、ある。 鏑 Z量 4置 も通 S混 10温
第 43しかし血小板減少症については成因等K未だ不明の 図 法 ム急 腎 炎 
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点が多く，牌との関係を唱える学者が多L、。即ち 
Naegeliの Hypersplenismus以来，牌腫と血小
板数の動揺，摘牌後血小板数の増加する事実等から
牌ホルモン或は牌毒素によると云う学説が提唱され
ている。
著者等は本症患者に磁気腕輪(ドクターリング)，
磁気懐炉等を用い，磁気の影響をうけた血液が骨
髄，牌その他全身諸臓器を濯流することにより，叉
直接牌臓部氏磁気懐炉が作用することによっ7て本症
にどの様な影響を及ぼすものかを観察したので，次
にその代表例について述べる。
症例 50才 ♀ 
診断: 血小板減少症
主訴: 出血
現病歴: 昨年 12月下旬全身の皮膚出血，粘膜出
血及び腸出血が現われ，ショック状態となったので
即日入院した。
入院時所見: 体格柏々小， 栄養中等度，顔貌柏
々鈍。全身の皮膚，粘膜下に多数の出血斑が認めら
れる。脈樽 92，血圧 126/80mmHg。胸部理学的所
見に著変なく，腹部は肝，牌共に触れない。臆反射
は正常で下腿lζ浮腫はない。
経過: 入院時血小板数は 160，000で，微熱が続
C1"000，170いていた。その後治療によって血小板は 
増加したが， なお 1週2回， 2日位の出血が続い
た。ここで磁気腕輪(ドクターリング)と懐炉とを
使用する乙ととしたが， 5日目から皮下出血の回数
が減少し， 1週間後にはそれまで続いていた前胸部
の皮下出血が全く現われなくなった。 2週間後には
血小板が 20万に増加すると共IC，出血傾向は全くみ
第 14表 血小板減少症
初l1 例 2
(磁〉 日IJ (磁) 6 週 1 週(前 liU唱ιl 6週九n叫(磁) 
血らa品量 I 92 j90 I 90 I 92 I 
?×品数 !437 ) 436 Iω|ω| 450 
93 
赤 400 
88 
412 
90 
白 血 球 |1則 110000 1 9700 I 9800 1 9500 
血
血
皮 出
小板 
(x104) 
下 
I 16 I 17 I 18. I 2o I 
同町一)I(ー〉ドー)I(一〉 
l145~科 138'""-'叫8，....:_ 8仰~叫36~80
21 3 17 
血(1時間値)i't I 15 I 17 
キJZ品戸球 1--1 --
I 3 I 2 I 
I-I- j 
2 5 
1 
網開↓ 
4
側
一 一
戸
血小級数
約一州州仰制刊一同制川一州'川剛山一赤血球敬… 
血 包 業 ~ 一 一 白 川 地 勤 役  
られなくなった。現在なお観察中であるが，経過は
良好で出血等は依然現われない。
本症と他の 1例を共lζ第 14表lζ示す。 
5.再生不良Ir!生貧血
一--a-‘ー 
例 h
-一一~例 Z 再生不良性貧血と診断された 8例に磁気腕輪(ド
-~ーーーーーーー一一ムー一一一ー --4
クターリング)，単独叉は磁気枕，磁気懐炉を併用し
て約2カ月間経過を観察したが，そのうち 5例に血
液所見の改善が見られた。特に有効であった 3例の
血液所見を第 16表に示すが， 代表例(例3)ICつ
いて経過を説明する乙ととする。
u '
s 
Z也 φ坦
一 岨
UTL
血小板減少症 現病歴: 約半年程前から倦怠感が現われ，それと 
一- 症例 42才合商業
診断: 再生不良性貧血
前
第 44図
主訴: 全身倦怠，労作時心停充進
-344- 戸旦 人千 医 寸 4 zミ 誌、
共lζ僅かの労働で心惇充進と呼吸の速進とを覚える
様になった。 1カ月程前からこれがだんだんひどく
なり，時々歯銀出血も加わるに及んで主治医から入
院を勧められた。
既往歴: 23才の時，南方Iζ出征中梅毒lζ躍患し，
その後サルバルサン，ペニシリン療法を繰り返えし
?こ。
入院時所見: 体格中等，栄養可良，皮膚は蒼白で
可視粘膜は著しく貧血性である。歯車E部lと粘膜下出
血が見られ，左頬部粘膜には大豆大の深い潰蕩が認
雑
められる。胸部では著明な貧血性雑音がきかれ，右
頚部の独楽音が著明である。肝，牌は触れず，左下
腿K微な浮腫がある。膿反射は正常。糞便潜血反応
笹 木
第 36巻
第 15表 骨 髄 像
骨髄芽球 0.4 
前骨髄 現ミ 4.4 
6.6骨 髄 球 
後骨髄球 5.5 
7.3梓 核 球 
14.8分 葉 球 
1.8好 酸 球 
単 球 4.6 
大リンパ球 2.8 
小リンパ球 36.3 
2.7形 質 球 
細網 古田 胞 2.2 
0.5塩 基 {生陽性，寄生虫卵尿，蛋白共l乙陰性。ルンペルレーデ
多 染 性 0.4氏反応陽性，尿ウロピリノーゲン反応弱陽性，赤沈 大赤芽球
正 、A、 性万L G値 1時間 49mm。
血液所見: 血色素量 45%，赤血球数 196x104，
白血球数4，200，好中球32.0%，好酸味2.0%， リン
バ球59.5%，単球6.5%で好中球の減少が著しい。
0.8塩 基 1生 
正赤芽球 6.5多 染 i生 
正 染 性 2.4 
網状赤血球3%0 巨 核 球
第 16表 再生不良性貧血
例 
/
?川町l目IJ (磁) (磁) (磁) 赤拍 9制 J g  2 週 4 週 6 週 血 3泊
側 I • 
球 3.・埠詰| 53 50 62 65 68 69 敬訓 
"'. 
" l246 204 246 248 298 304手rsマ 
'" l5200 4800 5600 5800 5900 5700白血球数 
(x10") 
Bv例 
2 法~it I57 65 71 68 72 側 2 例 l ・ 
制 
ι
告去一一七血 .J;:...._ _....Q. 
_._ -'--d-'-__・一一ー~ 
_b"" ~..-事ー
"，.-干/' 
7L一一一』一--.____，，/
yv
?f苦手| 344 346 375 376 375 〆 " ~_，例 3 ~ ~-一一目-~-
桐島似
白血球数| 7600 7200 6600 6800 5800 
例 血色素量| 45 45 52 65 683 (Sahli) I 
赤血球数| 196 207 211 225(x104) I 
白血球数| 4200 4500 4000 4600 
骨髄穿刺所見: 有核細胞数は 43，000で， 赤芽球
系は一様に減少し， 形成不良型の傾向が認められ 
る。
経過:入院後直ちに磁気腕輪(ドクターリング)，
と磁気枕，磁気懐炉とを併用して経過を観察した結
果3週日頃から赤血球は徐々lζ増加し始め， 2ヵ月
後には 238x104となり，顔色もかなり良くなった
238 
声I Z坦 今温 る坦 B三E 時担 
4800 第 45図 再生不良性貧血
が‘依然出血素因が残っているので，その後は時々
輸血を行いながら葉酸，ステロイドホルモン等を併
用した結果，出血傾向も消失し，食慾も著しく改善
されたので入院後5ヵ月で退院した。 
6.萎貰病
萎黄病 10例lと磁気腕輪(ドクターリング)， と牌
臓部lζ磁気懐炉を併用してみた。その結果 1カ月位
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第 17表 黄 病 
例 1
萎
前よケ|
 l 九J叫凡16(tt

抑制制抑制加附ホ血球歓は
i
"ーユユ〉コ8企:---〆
制~ー，
/〆例2 
32 71(38 36 61I I I 
I I I249 l238 315 352 388 
血脚 JPA 
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11.0 13.5 17.0 
から血色素量と赤血球数とが増加しはじめ，顔色が 溶血性黄痘3例lζ腕輪(ドクターリング〉と懐炉
血(赤〈一白一血(量)一数)一数一数)素凶扇町一球 板川色弘 血刈一血 小川ん
良くなった。 2ヵ月後には心惇尤進，肱軍等の自覚
症状が消失した。白血球，血小板も赤血球と共に増
加したが，血色素量の増加が特lζ著明である 0-6例
に効果を見， 4例は無効であった。次ぎに 2例を第 
17表に示そう。 
7.溶血性貰痘 
を併用した所 1例l乙効果を見たが2例は無効であっ
た。代表例を第 18表K示そう。即ち磁石使用後 1
カ月頃から血色素と赤血球数が増加すると共に，黄
痘が著明1(1肖退し，モイレングラハト氏黄症指数が
減少した。叉この頃から赤血球抵抗が増大する傾向
が認められた。 
第四表 溶血性黄痘 
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第 47図 溶血性黄痘 
8.続発性貧血
姻虫症，十二指腸虫症，胃潰蕩による貧血，肺結
核症の貧血等合計 25例に磁気腕輪(ドクターリン
グ)，磁気懐炉等3カ月，..， 6カ月以上長期に使用し，
其の 18例に効果を見， 7例は不変であった。此等l乙
就いて詳細には述べないが一部肺結核症の血液所見
を後に肺結核症の項で表示する事にする。
9.各種神経症
神経症は内図的要素の強い疾患ではあるが，叉極
めて環境其他民影響され易く，症状の動揺が著しい
不安定な疾患である。最近多数の精神神経安定剤が
市販され，盛んに使用されているが，なお依然とし
て臨床上取り扱いに甚だ困まる疾患である乙とには
変りがない。著者等は新鮮な神経症ばかりでなく，
ρ主ゐ 三士-346- 千 葉 医 ザー 雑 ロILi、 第 36巻
永年にわたって症状が出現し，各種の治療に抵抗し 胃腸神経症 27例に腕輪(ドクターリング)，磁気
て一進一退を繰り返えした様な頑症例を含めて多数 懐炉を腹部に使用させた所自覚症状の改善が 22例
例に磁気器具を使用し，かなりの例Iζ愁訴の改善， に認められた。腹部の不快感， 食欲不振は使用後 
消失を認めた。これ等iとは多数のヒステリー，神経 4~6 週間で軽快したものが多く，肩凝り，背部圧重
衰弱，胃腸神経症，心臓神経症，血管神経症，勝脱 感はこれより早く， 2~4 週後より消失している。
神経症，内臓下垂症，夜尿症，等を含むが，症状に 叉不規則な下痢，軟便，或いは便秘等が軽快して規
応じて磁気腕輪(ドクターリング)，枕，懐炉等を適 則的な便通を得る様になったものも少くない。自覚
宜併用した。以上疾患別に磁気の影響を簡単に述べ 症状の改善と共に一般に体重が増加し，皮膚の光沢
よう。 を増し血色が良くなった。叉低色素性貧血を伴う 4
神経衰弱， ヒステリーに腕輪(ドクターリング)， 例では何れも血色素量や赤血球数が増加した。 2例
枕を併用した所， 前者 25例中 21例に， 後者 38例 を表示しよう。
会 
32 25中 例に効果を認めた。 心臓神経症 例に腕輪(ドクターリング)，枕，
第四表 巨ヨ円 神 経症
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懐炉をそれぞれ単独に，或は併用した結果，む序允 懐炉とを併用し，懐炉は下腹部中央勝脱部K当てる
進，心臓部圧重感，不安感等の愁訴の改善が 21例 様にした。 22例中 19例に 2--3週頃から尿意頻数，
l乙認められた。心惇充進は使用後 2--6週間頃から 放尿後不快感，肩凝り，不眠等の自覚症状の軽快が
回数が減少し，なかには全く発作が消失したものも みられた。
ある。動揺性の血圧上昇を伴う例では 2--3週後頃 第 22表 勝脱神経症
から血圧が下降安定し，肩凝り，舷量感，頭痛等が
軽快すると共に洞性頻脈による心停充進が消失した よ71-:1前|叫叫問箱
ものがある。
血管神経症 34例に腕輪(ドクターリング)と枕 血ふ誌量 I
83 
赤芯34)数 |3回 
I
I

83 88I85 82I I 
388 I 3ωJ 396 390Iを併用し， 30例に効果がみられた。即ち肩凝り，
頭痛，のぼせ，めまい，四肢冷感等の自覚症状は使 白 血 球数 l5200 I5000 I51∞15初 o15500 
用後 2--6週間で軽快した。叉乙れと共に病的 
肩 乙 り (一)1(ー )1(ー )1(ー〉lωI
D町mographismusが次第に正常化した例もみら
民1(+)れた。 有之
勝脱神経症では腕輪(ドクターリング)と，枕， 尿 音、頻 数 I(制)1ω(
一斗土山三1((一)I 
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第 23表 夜 尿 症
例 1 例 2
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夜尿症 
7才から 16才迄の夜尿症患者 10例に磁気腕輪
(ドクターリング)と共に磁気懐炉を勝脱部に当て
させ，夜間就寝時には磁気枕を使用させた。その結
果 4 例はその後 6~8 週頃から遺尿が全く消失し， 
2例は回数が著明に減少して時々失敗する程度とな
った。叉 2例は使用後 1週間位の聞は殆んど遺尿を
みなかったが，その後は叉以前と殆んど同様の状態
となり， 2例は全く影響が見られなかった。年令と
効果との聞には特別の関係が認められない。代表例 
2例を表示しよう。
巌摘に磁気腕輪(ドクターリング)，磁気枕を併
用した所8例中 5例に発作の回数が減少したもの，
叉発作の頻度が軽減したり，頭痛が消失してよく眠
れる様になったものが見られたが 3例は無効であっ
た。頑強なものには薬物投与をも行ったが単に薬物
のみよりも磁気器具を併用した方が効果はよかっ 
7こ。 
10.気管支端息 
12例記磁気腕輪(ドクターリング)，枕， 懐炉を
併用した。懐炉は胸部に当てる様にした所 9例は発
作の回数も少くなり発作も軽快したが 3例は無効で
あった。比較的新しい軽症のものには磁気器具のみ
で発作の無くなったもの，或は回数も少く軽くなっ
たものが多いが長期に渡り発作に苦しみEつ慢性気
管枝炎を合併した比較的重症のものには磁気器具の
みでなく薬物療法を合併したが此等の場合にも薬物
療法のみでなく磁気器具を併用した方が効果が見ら
れた。 
1.内臓下垂症
本症 29例陀腕輪(ドクターリング)，懐炉と枕を
併用し懐炉は腹部慣の下部lと当てる様にした。 23
例に自覚症状の改善が認められた，第 4--6週頃か
ら効果が見られた。即ち腹部の充実感が増して食欲
も次第に充進し，体重が増加した。叉肩凝り，倦怠
感が軽快し，仕事をしても以前より疲れなくなった
と云っている。 4例は効果がなかった。第 24表K 
1例を表示しよう。
誌
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第 24表 内臓下垂症 	 13.各種神経痛
λ土問l前|箱崎|持団
 坐骨神経痛，肋間神経痛，上時神経痛，三叉神経痛等合計 38例に磁気腕輪(ドクターリング)，磁気
88 	 枕，磁気懐炉を併用した。懐炉は出来るだけ広痛局
所に当てる様にした所， 27例に悲痛が消失叉は軽
快したが 11例は無効であった。此等の場合にも属
病，気管枝鳴息の場合の様l乙比較的新しい軽症には
磁気器具のみで効果があるが長期11::_e.る重症には薬
物療法をも合併したが単に薬物療法のみでなく磁気
肩 乙 器具を併用した方が効果が見られた。
此の他五十腕，筋肉リウマチス等の患者にも磁気
腕輪(ドクターリング)，懐炉を併用して効果を見
12.低血圧症	 たものが可成りゐった。 
土 川  
本症 25例に腕輪(ドクターリング)，と枕とを用 14.脚気(心臓血管型)
い， 15例K自，他覚症状の改善が認められた。即 脚気は云う迄もなくビタミン B1 の欠乏によって
ち肩こりは 2週頃より多くのものに消失し，血圧は 起り， ζれを投与すれば簡単に治癒する疾病とされ
8........9mmHg上昇したものがある。第 25表11::2例 ているが，充分量のB剤を投与しでもなお自覚症状
を示そう。 は依然として残り，完全に消失させるのは仲々困難
第 25表 1
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な事が臨床上しばしば経験されるが特に心臓血管型 
によく経験する事である。かかるビタミン療法に抵
抗する症例K磁気杭と腕輪(ドクターリング〉とを
併用したところ， 30例中 23例に倦怠疲労感，下肢
のしびれ，心惇充進，肱軍等が軽快した。 7例はあ
まり効果は見られなかった。 
15.肺結核症
結核に対しては最近化学療法や外科的療法の長足
の進歩によって，予後の改善は著しいものがあり，
此処数年来結核による死亡者数の減少が目立ってい
る。しかし発病者数はなお依然として著しい減少は
示さず，叉一旦発病すれば矢張りかなり長期の療養
を余儀なくされることには変りがな ~~oζ のため療
養者に対する物心両面の負担が大きく，経過中K神
経症や神経衰弱，高度の神経質傾向を併発して治癒
経過を阻害する乙とが少くない。気質と予後との関
係については二，三の文献も見られるが，敢て文献
花よるまでもなく結核医としては，精神々経系の安
定が如何に療養経過に重要な役割を占めるものであ
るかは日常の体験を通してしばしば痛感されること
である。 ζの様な意味で著者等は磁気腕輪(ドクタ
ーリング〉磁気杭，磁気懐炉を結核療養者 47例に
使用し，自覚症状の消長と共に赤血球沈降速度，体
重，胸部所見等についてその影響を観察した結果， 
33例K好影響が認められた。次に代表的なる症例
について経過を述べる。
症例 1・40才合昨年5月集団検診の際に右肺
尖部の浸潤陰影が発見されて入院した。入院後直ち
に化学療法を行いストレプトマイシン，パスを 1ク
ーJレ行った結果，陰影は殆んど消失したが，頑固な
不眠が続いて殆んど毎晩睡眠剤を用いる状態であっ
た。しかし腕輪(ドクターリング)，磁気枕を使用
した所， 2--3日後には安眠が得られる様になり，
睡眠剤が不要となった。入院当初からの軽度の高血
圧には殆んど影響がみられなかったが，赤血球数が
増加し，血色素も増量した。
症例 2.25才合約2年前段取，略疾が現わ
れ， X線撮影の結果肺浸潤の診断をうけたのでそれ
以来ストレプトマイシン，パス，ヒドラジッド療法
を2クール行った。本例はその他僧帽弁狭窄兼閉鎖
不全症を合併し，不整脈を触知するので心電図を撮
影した所，心房細動の所見がみられた。そこで安静
臥床のもとに磁気枕，磁気腕輪(ドクターリング)
を使用させた結果，患者は次第に爽快感をおぼえ，
不整脈も減って心電図l乙心房細動の所見が見られな
くなった。 この例でも血色素量， 赤血球数が増加
し，赤沈値が遅延した。
症例 3.41才 ♀ 5，6年前から毎年冬になると
感冒にかかり，暖くなるまで治癒しないのが常であ
ったが， X線検査により左上野に浸潤陰影が発見さ
れ入院した。入院後化学療法を開始したが， 3カ月
比入って多夢不眠lζ悩まされ，肩凝り，盗汗，食欲
不振を訴え， 37度 3--4分の微熱が続く様Kなった。
そこで磁気腕輪(ドクターリング)，磁気枕を使用
させた所自覚症状は消失し，体温も平温l乙復し，血
沈値も改善された。
第 27表 肺結核症
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VII. 臨康的研究総括
磁気が各種疾患に及ぼす影響を知るため著者は磁
気腕輪(ドクターリング)の他，主として磁気枕と
磁気懐炉とを使用した。 乙の理由は既に述べた様
R.，磁気を作用させる対象として血液だけではな
く，神経系特K中極神経組織に対しでも影響を与
え，更に使用局所の細胞も直接賦活されることを前
編の実験的研究によって知ったからである。かくし
て臨床的に前述の如き各種疾患に応用した所，高血
圧症では血圧の下降，血清コレステロール値の低
下，心電図所見の改善，脳波lζ於ける鎮静的な影響
等が認められた。叉腎炎，ネフローゼ加味腎炎では
血圧の下降，尿蛋白の減少，血清蛋白の増加，血清コ
レステロール値の低下，血液所見の改善等がみられ
た。血小板減少症で、は血小板数が増加し，出血傾向
が消槌すると共に血色素量，赤血球数も増加した。
再生不良性貧血，萎黄病，溶血性黄痘，続発性貧血
等低色素性と高色素性とを問わず，赤血球数も血色
素量も増加し，一般状態が改善された。糖尿病では
血圧が下降し，血清コレステロール値が減少すると
共に自覚症状が軽快した。神経症患者の大部分は自 
' 
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覚症状が軽快叉は消失した。夜尿症も軽快したもの 第 29表他覚症状の改善 (1)
が多く，顧痢や晴息でも発作が軽減し，回数も減少
¥一~ 例数 
実験数ll 好影響l1-/，7: s/. la!s 1 したものが少くない。低血圧症では血圧が上昇する
ものもみられたが，多くの例で自覚症状の著しい軽 
快が認められた。結核患者では併発した神経症状の
改善と共に，血沈値の遅延，貧血の依復，体重増加
等が認められた。
副作用については肝，腎，心，脳等主要臓器に対
する機能検査を行って影響を観察した所では，好影
響乙そみられでも障害を示す様な所見は全く認めら
れない。たr二，三の例l乙於て使用局所に軽度の皮
膚炎を思わす発赤とかゆみを訴えるものが見られた
が，これは過敏な特異体質的な反応と考えられる。
。。 
一~¥¥¥ ~ ____11 'O"''''1あり|
影響なし 
:;7'C検 査 ___
-----1 
1v -' -' 1 
JL' 電 図 828 20 
520 15波 日記
1232Jレンペ Jレレーデ 20 
1030 20ア シ ユ 不 Jレ
535 30皮 膚 斑画 症
517 12アドレナリン試験
717 10ピロカルピン試験
アトロピン試験
肝機 官旨 検 査
17 8 9 
23 23 
20 20腎 機能 検 査
この皮膚炎は使用を中止すれば 2，3日で治癒する 12391m61合 計 (市以(25.5%)
程度のものであるが，この様な患者でも軽るく繍帯 
を巻きその上から磁気器具を使用する様にした所， 第 30表 他覚症状の改善 (2)
その後乙の様な皮膚炎は起らなかった。植物神経機
能試験では好影響を与えるものが多く，自，他覚的
症状についても第 28表，第 29表，第 30表 l乙示す
様に改善されたものが多い。この様l乙広範な効果を
もたらす原因について考えてみると，磁気の影響に
よって起る自律神経系の変調に加え，既述の動物実
験の結果からも知られる様K，網内系機能，内分泌
機能が賦活される結果，生体l乙広範な影響を及ぼ
し，種々の疾患に対しでも好影響をもたらすもので
あろう。 
λ~I症例山
2033頭 痛 
5382肩 乙 り 
2247羽三 眠 
4051心惇冗進 
10 
12 
15 
3 
3 
17 
10 
8 
...J_..1._.1. 教例---ー 
-
1
-------------実験例教|有効数|不変数
検査 、~I--"--'-î" ，，- -i 
血 圧 28 
血色素量 (Sahli)
78 50 
25 18 7 
37 27 10赤 血 球 数
1437 23白 血 球 数
7 411血 板 数
1131 20貧 喰 官旨
32 12 
赤血 球 t豆 十バ
20血 沈 値
518 13 
831 23血清コレステロー Jレ
1420 6血 清 蛋 白
417 13蛋 白
10 717尿所見 円 柱
41317赤血球
問メ〉、
ロ 計 何7叫 (32.2%) 11251
VII .総括 
四肢倦怠 
有ミ 安 感 
日 ま し、 
耳 な り 
心富部痛 
食欲不振 
腰痛 
胸痛 
尿意、頻数 
呼吸困難 
合
43 
56 
30 
27 
40 
28 
35 
32 
26 
39 
15 
r
I ， I計[ 584 [(6~n 
25 
32 
20 
12 
26 
18 
27 
25 
18 
24 
8 
#J'7{¥
370 
4%)[ (16.4%)1 (2tZ%) 3.
8 
13 
2 
8 
8 
2 
2 
3 
3 
5 
2 
10 
11 
8 
7 
6 
8 
6 
4 
5 
10 
5 
{¥C!.
I 96 I 118 
1932年加藤，武井氏によって創製されたフェライ
をFe30 4，乙CoO. Fe203 磁石と呼ばれ，opトは 
固溶させた上で磁場冷却と云う特殊操作を用いて作
られたもので，保磁力の極めて高い最も優秀な磁石
として世界的に有名で，各種の電気機械の部品とし
て盛氏使用されている。乙れが最近全く経験的なと
とから民間療法として高血圧その他に使用される様
になった。著者等は他の理学療法の様K短時間の作
用でなく，人体に長く固定した場合には局所に固定 
的な磁場が作られ，そこを循環する血液や，局所の 
細胞がその影響を受けて必ずや何等かの作用を生体
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に及ぼすものと考え実験的，臨床的研究を行った
が，その結果既に述べた様な成績が得られ，フェラ
イトの応用が決して無意味なものでなく確かに生体
l乙有利な作用を与えるものであることが明らかとな
った。先ずその作用機序を知るために実験動物の内
臓表面にフェライトを固定して病理組織学的に検索
を行った結果， リンパ組織，骨髄組織が増殖し，
肝，牌その他網状内皮系組織の増殖と機能充進及び
副腎皮質，下垂体前葉の増殖肥大等が認められた。
ζの他長期固定群には心筋内円形細胞の浸潤，肺の
細小動脈壁の肥厚，気管支周囲の小円形細胞浸潤等
アレルギー性変化を思わせる所見もみられた。しか
しとれは心電図等，機能的面から見ても生体に有害
な程度では決してなく， リンパ網内系の特殊な反応
に基いて起ったものと考えられる。反面叉 ζの事実
は磁気が生体K確かに変調をもたらすものであるこ
とを形態学的に実証したものとも君倣される。但し
乙れは動物K特に強ti磁力を長期にわたって作用さ
せた特殊な場合であって，乙の結果を直ちに臨床の
場合Iζ当て猷めて副作用を危慎する事は全〈無用の
考慮であろう，叉動物実験と共K in Vitroの実験
に於ても白血球の貧喰能充進等有利な傾向を認める
乙とができたので，更に進んで臨床的効果を知るべ
く各種の疾患に応用してみた。その結果高血圧症で
は血圧が下降し，低血圧症では逆に上昇する等，血
圧の調整作用が認められ，叉血清コレステローノレ，
血清蛋白の尋常化等代謝機能の調整， その他心電
図，脳波，血液等諸検査成績は何れも改善の徴が見
られ，自覚症状が消失叉は軽減して疾病の経過に有
利な条件をもたらした。
磁気による生体の影響は，体内に於ける電導体の
移動速度が略々一定である限り，磁気の強さに左右
される訳であるが，著者等の実験でも動物臓器に現
われた病変では，磁気の強さと使用期間との関係に
よって有利な反応を起している時期と不利な変化を
起している時期とがある。 ζの様な事から時には悪
影響もあり得ることを考慮し，症例に応じて適宜磁
気の強さを変え，自，他覚症状を参考lとしながら用
うるならば，理学療法のーっとして充分安全に使用
することができるであろう。
実験的臨床的研究の成績から治療効果をもたらす
作用機序について考察すれば，磁気が影響して自律
神経系の変調，リンパ組織，骨髄組織の増殖，網内
系の機能充進等が起る他全ての細胞の代謝の正常化
乃至充進，内分泌系lζ対する刺激等が関与するため
と考えることができる。血圧についてみれば，中極
を含め自律神経系を中心とする血圧調節機構の調整
が考えられるし，血清コレステロール値の低下は， 
代謝機構の変化によってコレステロール分子の物理
化学的な変化例えば溶解し易い状態に変って処理さ
れ易くなるとか，或は網内系細胞の機能尤進による
処理の促進等が行われるためと考えられる。叉各種
自覚症状の改善については植物神経系の調整的な作
用が大きな役割を演ずるものであろう。 
次K著者等は磁気器具として腕輪(ドクターリン
グ)，枕，懐炉の 3種を使用したが，これ等を臨床lζ用
いる場合にはそれぞれの特徴を考慮し疾病，症状に
応じて撰択する事が必要である。例えば著者等の動
物実験では磁石の固定部位によって，病理組織学的
所見に程度の差異が認められたとと，叉臨床的に磁
気枕を併用した場合には脳波のリズムの乱れやスパ
イクの現われ方lと改善の徴がみられたこと，叉懐炉
を患部局所lζ直接併用した場合には腕輪(ドクター
リング〉単独K用いた時よりも自覚症状の改善が著
しかった乙と等併用部位によっても効果Kかなりの
差がある。腕輪(ドクターリング)は使用に便宜の
上有効量の磁石が巧みに配列されているので磁力線
の影響は深部に到達する。従って其効果は確実であ
る。枕，懐炉は前者ほど其作用は深部には達しない
が頭部其他好む部位に用い得る利点があるので腕輪
(ドクターリング)に併用する事によって其の効果
を増強し得る事を知った。したがって只単に腕輪
(ドクターリング〉だけでなく，疾患，症状に応じ
て適宜此等を併用し，それぞれの特徴を生かして使
用すべきである。何れにせよ著者は腕輪(ドクター
リング)，磁気枕，磁気懐炉は医療器具として使用
し得るものである事を確実にした。
およそ臨床医として心掛くべき重要な点は，疾病
の治療は原因的治療だけがすべてでは決してない。
必ず他の手段を巧みに併用して患者を速かに苦痛か
ら解放しなければならない。著者は患者の愁訴の軽
減に対する磁石の利用価値について検討する目的を
以て，その型，強さ，使用期間，部位等につき色々
工夫しながら患者に試み，かなり著しい効果を収め
るζとができた。臨床検査成績では器質的変化によ
るものについては今後の検討を要する点が多いが，
機能的変化によると思われるものでは成績の好転が
著しいことを確めることができた。
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IX. む す び
フェライト(永久磁石〉の各種疾患に対する臨床
的効果を研究した結果，多くの疾患K於て自，他覚
的症状の改善が見られ，特に植物神経機能試験，脳
波，心電図所見等にも好影響を与える事を知った。
実験例数526例中 393例K効果が認められ， 133例
は影響がなかった。効果の認められた疾患は本態性
高血圧症，急性，慢性腎炎，ネフローゼ加味腎炎，
血小板減少症，萎黄病，溶血性黄痘，再生不良性貧
血， 続発性貧血， 各種神経症， 神経痛， 気管枝時
息，内臓下垂症，低血圧症，癒摘，脚気(心臓血管
型)肺結核症等であった。叉実験的研究として試験
管内実験では白血球の貧喰能充進，赤血球の沈降速
度の遅延が認められた。しかし載物ガラス上で血液
に直接磁石を作用させた所では血球の形や運動に特
別の変化は見られなかった。叉家兎の腹腔を聞いて
肝，牌，腎，骨髄等の表面lζそれぞれフェライトを
接触して 34~167 日開放置したのち，各臓器の病理
組織学的所見を研究した結果，肝のグリソン氏鞘内
えのリンパ球浸潤，骨髄， リンパ腺の増殖，肝，牌，
リンパ腺， 肺， 骨髄等の網内系細胞の増殖と機能
克進，下垂体前葉の肥大と脂肪変性等が認められ
た。かくて結局ζれ等リンパ組織，骨髄組織，網内
系組織等の機能克進，植物神経系の変調及び下垂体
副腎皮質系の内分泌的刺激等が綜合的に作用する結 
果，各種の疾患に対して広く臨床的効果をもたらす 
ものと考えられる。 
以上により，磁気器具はその強さ，使用部位，使
周期間等を適当に指導するならば，医療器具として 
実用の価値があるものと思う。
稿を終るに臨み，本論文の臨床実験の一部の
御指導と御校閲を賜わった千葉大学医学部第二
内科学教室斎藤教授に対し，又磁石関係に就て
御教示下さった三菱電気中村工学士に深甚の謝
意を表する。又本実験を行うに当り腕輪(ドク
ターリング)，フイライト等提供された磁力健
康普及会社長吉井弥太郎氏，磁気枕，磁気懐炉
を提供された矢内之雅氏に感謝の意を表する。 
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